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月 

 

 

 

総務省（統計局）から、本年 2 月 5 日に、2014 年（平成 26 年）の 1 年間の「住民基本台帳移動報告

（2014 年結果）」の結果が公表された1。その概要・分析やデータは同省の HP（日本の統計の中核機関

とされる統計局のページ）に掲載されている。その概要等の中から当方の関心を持った点をピックアッ

プすると、「都道府県移動者数は 225 万 9,688 人で、前年に比べ 4 万 2,207 人（1.8％）の減少」となっ

ている中で、転入者数と転出者数の差である転入超過数については、「東京圏の転入超過は 19 年連続と

なり、前年に比べ転入超過数は 1 万 2,884 人の増加」となり、「転入超過数が増加するのは 2012 年以降

3 年連続」となっている。特に、東京都は「18 年連続で転入超過」となり、「2012 年以降 3 年連続」で

転入超過数は増加しているとのことである。報道等では地方創生の取組み課題と相俟って、東京（圏）

への人口移動（集中）の高まりに着目したものが目にとまるものである。ここでは、移動者を出してい

る道府県サイドに着目し、東京都や東京圏への人口移動の動向を過去のデータと比較し変化の度合いを

確認してみたい（なお、意見に係る部分は当方の私見によるものである。）。 

 

① 東京圏・東京都の転入・転出者数の動向は 2014 年（平成 26 年）の状況2をみると、1 年間の東京圏

への転入者数は前年比0.37％増の468,576人、転出者数は同△3.01％の減の359,168人となっている。

差し引きした転入超過数は 109,408 人となり、前年比で 13.35％の増となっている。東京都では、転入

者数は 404,736 人（前年比△0.73％）、転出者数は 331,456 人（同△1.80％）で、転入超過数は 73,280

人（同+4.43％）となっている。東京都は全国の転入者数の合計の 17.9％、転出者数の合計の 14.7％

と圧倒的なシェアを占めている。 

 

② 東京圏への転入者がどの道府県から転出して来ているのかをみてみると、次のとおり。ここでは、5

年毎の状況を示しているが、この 15 年程度では、余り変化がないように見える。東京圏の転入者全体

に占める各道府県毎の割合（男女計）は、ウエイトの高い（シェア 5％以上）道府県としては、北から

順に、北海道、茨城県、静岡県、愛知県、大阪府、兵庫県、福岡県が挙げられる。茨城県は東京圏に

                                                   
1 住民基本台帳人口移動報告 2014年結果（2015年 2月・総務省統計局）をご参照。 
2 住民基本台帳人口移動報告では、平成 26年以降、外国人を含む移動者によるものと、日本人移動者によるものとの公表を行っている。

ここでは、日本人移動者による統計を用いて経年の動きを追っている（住民基本台帳人口移動報告における統計表の取扱いについて）。 

○　東京圏への転入者数、転出者数、転入超過数の推移（人）
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http://www.stat.go.jp/data/idou/2014np/kihon/pdf/gaiyou.pdf
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隣接する立地特性、他の各道府県はそもそもの人口が多いことも当然に影響している。これらの 7 道

府県からの転入者で、東京圏への全転入者の 45％をも占めている。 

 

1999 年（平成 11 年）と 2014 年（平成 26 年）で割合がどう変化しているかをみたのが次のグラフ

である。この 2 つの時期の比較ではあるが、他に比して愛知県、大阪府、福岡県そして沖縄県の割合

が高まっていることが見て取れる。一方、北海道、茨城県、新潟県、静岡県では低下している。男女

別でみてもほぼ同じ動向であるが、北海道では、男性の割合の低下よりも女性の割合の低下が小さか

ったり、茨城県では逆に男性の割合の低下より女性の割合の低下が大きかったり、また、福岡県では、

男性の割合の増加よりも女性の割合の増加が大きかったりするなどの差異があるところである。 

 

③ 次に、東京圏以外の道府県からの転出者の中で、東京圏へ転出した者の割合の高低を 15 年前の 1999

年と直近の 2014 年で比較してみる。転出者が東京圏に転出する割合の高い道府県（2014 年で 50％超

のところ）は、北海道、そして、東京圏の周辺に位置する茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、山梨県、

長野県である。東京圏への転出者の数のウエイトの高い愛知県、大阪府、福岡県などは、30％前後の

水準でしかない。西日本の各県や東北の各県は、その周囲に東京圏以外の各ブロック圏域があり、東

京圏は移動先の選択のワン・オブ・ゼムでしかないということなのであろう。ただ、1999 年との比較

でみると、福島県、栃木県を除く全道府県で東京圏への転出者の割合が高まっており、特に、大阪府、

愛知県、福岡県では、各々7.6％ポイント、5.3％ポイント、5.0％ポイントも高まっている。これらの

府県は、東京以外の枢要な拠点であり、転勤族による移動（転勤）といった面もあるのであろう（そ

○　東京圏への転入者の各道府県別の割合の推移（1999年、2004年、2009年、2014年)：総数（男女計）＜日本人移動＞
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○　東京圏への転入者の各道府県別の割合の比較（1999年と2014年)：総数（男女計）＜日本人移動＞
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の意味からは東京への経営の集中が進んでいるという要素もあるのかも知れない。）。 

 

なお、大阪府、愛知県、福岡県について、東京圏への転出者数と東京圏からの転入者数（その差が

転入又は転出超過）がどうなっているか、2014 年の状況をみると、次表のとおりであり、大阪府は 1

万 1 千人の転出超過、愛知県、福岡県も 5 千人から 6 千人台の転出超過となっている。東京圏全体の

転入超過数が 10 万 9 千人余なので、大阪府でその 10％、愛知県、福岡県でも各 5～6％の寄与（？）

をしているところである。 

 

④ 福岡県は、対東京圏では「転出超過」であるが、全国に対してみてみると、他都道府県から福岡県

への転入者は、2014 年では、96,588 人、福岡県からの転出者は、92,688 人、差し引き+3,900 人（う

ち、男性：+1,352 人、女性：+2,548 人）の「転入超過」となっている。九州・沖縄地方の各県と福岡

県の間での移動の状況をみると、沖縄県との間では転出者と転入者が同数であり転入超過は±0 人であ

るが、他の各県との間では「転入超過」となっており、6 県の合計で+9,218 人の「転入超過」となっ

ている。最も大きいのは長崎県で+2,724 人、最も少ないところでも宮崎県の+1,040 人となっている。

人が九州各県から集まる一方で、東京へ人が流れている構図となっている。 

 大阪府は、全国に対してみても、「転入超過」は△391 人（つまり、転出超過）であり、東京都との

間での大きな転出超過（転入者の約 1.5 倍に上る転出者：7,419 人）を、周辺の近畿 5 府県（合計で

5,089 人の転入超過）では埋めきれていない構図となっている。 

 愛知県は、全国に対してみると、+6,190 人の「転入超過」である。東京都との間では△4,705 人と

なっているが、周辺の中部 3 県で合計+5,025 人の転入超過となっていることを始め、大阪府や福岡県

との間でも転入超過（各+604 人、+570 人）となっているなど多くの道府県からの転入超過となって

おり、東京都や東京圏への転出超過分を埋めても余りある状態となっている。 

⑤ 最後に、1999 年と 2014 年において、各道府県の人口に対する東京圏への転出者数の割合をみると

以下のとおり。全体の人口に占める割合は、高いところでも茨城県、山梨県で 1％という水準であり、

また、コンマ以下のレベルで、沖縄県、滋賀県、和歌山県で 1999 年よりも 2014 年の方が高い値には

なっているが、それ以外の道府県では若干ではあるが低下している。 

○　他都道府県への転出者のうちの東京圏への転出者の割合（％）（1999年、2014年）＜日本人移動＞ ○　他都道府県への転出者のうちの東京圏への転出者の割合の変化（2014年の割合から1999年の割合を差引き：％）＜日本人移動＞
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○　大阪府、愛知県、福岡県の東京圏への転出、東京圏からの転入の状況（2014年）

大阪府 愛知県 福岡県

①東京圏への転出 41,034 33,035 25,837

②東京圏からの転入 30,129 26,352 20,036

②-① △ 10,905 △ 6,683 △ 5,801
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⑥ 人口の多寡、動向は、地域の経済・生産活動に影響を与えることは当然としても、土地・不動産へ

の需要やそこから稼得される果実の水準・動向にも影響するものであろう。当然、その結果としての

地価動向にも影響し得るものである。 

日本社会の全体の人口が減少に転じる中、東京圏への社会移動（転出）の大きさは、地方部の人口

減少との対比で今後も注目を集めるであろう。東京や東京圏は日本社会・経済の要であり、その発展

は日本全体の発展を導く大きな要素であろう。また、ブロックの中枢的なところへ周辺から集まる動

きも続いている。かつては、農業等の産業がメインの社会3では土地（やその立地）という（製造出来

にくい）自然由来の要素が重要な地位にあった。しかし、このような産業のウエイトが小さくなる中、

また、地域間の人の移動が容易になる中で、（人の）集積によるメリットがよく働く社会が構築された。

集積のメリットの高い地域により人が集積することで更に、メリットが高まるという「好循環」があ

ったのであろう。これに文化や教育等のソフトの面のメリットも集積度の強いところでよく働く構図

も加わる4。様々なメリットの高い東京圏等への集積の動きは、（個々人の選好の結果という）いわば自

然の摂理であろう。集積のデメリットとしてはよく（交通）混雑、地価等の価格の高さが挙げられる

が、圏域の中での交通網の整備や人口減少社会の到来は、これらのデメリットを減じる方向に働くも

のであろう。地方への人口の移動について、短期的に成果を産むことができる方策が見つかれば、そ

れはそれで「御の字」であろうが、それよりも、長期的、構造的（特に産業）に、自然の摂理に変化

が生じるような取組みがあるのか、よく考えたいものである。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
3 今通常国会での総理の施政方針演説（安倍内閣総理大臣施政方針演説）では「戦後 1,600 万人を超えていた農業人口は、現在、200万

人。この 70年で１／８まで減り、･･･」と述べられている。 
4 2014 年（平成 26年）12月 27日に決定された「まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、「(2)地方への新しいひとの流れをつくる」

政策の一つとして「地元学生定着促進プラン」を掲げている。ここでは奨学金を活用した誘導策（一種のアメ）と共に、「大都市圏、な

かんづく東京圏の大学等における入学定員超過の適正化について資源配分の在り方等を検討し、成案を得る」とされ、これらによって、

「2020年までに地方における自県大学進学者の割合を平均 36％（2013 年度全国平均 32.9％）」まで引き上げる等としている。また、

一部のマスコミからは、私学助成金の（入学）定員超過基準の許容幅の縮小の検討についての報道も見られる。「定員」のあり様は適切

な教育サービスの供給能力と関係しようが、急激な変更によって学生（進学希望者）側の対応が追い付かないようなことは避けたいも

のである。 

○　各道府県の人口に対する東京圏への転出者の割合（％）（1999年、2014年）＜日本人移動＞

（注）人口は、当該年の前年（つまり、1998年又は2013年）10月1日現在の数値を使用している。
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増減 平成11年 平成26年

http://www.kantei.go.jp/jp/97_abe/statement2/20150212siseihousin.html
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/dai4/siryou2.pdf
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（参考） 

 

（姫野 和弘） 

○　都道府県相互間の転入超過者の数（平成26年：日本人移動・男女計）
移動前＼移動後 北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 富山県 石川県 福井県 山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県

北海道 - △ 186 △ 20 327 △ 3 54 176 68 124 97 857 1,001 4,077 1,520 7 △ 19 49 △ 4 △ 16 △ 7 △ 8 △ 51 317 21
青森県 186 - 146 1,092 0 97 138 177 82 117 605 602 1,724 771 15 11 79 22 9 37 38 46 149 12
岩手県 20 △ 146 - 1,120 △ 249 83 141 68 119 66 325 238 948 409 △ 11 37 3 △ 6 △ 3 30 9 △ 85 82 △ 15
宮城県 △ 327 △ 1,092 △ 1,120 - △ 924 △ 946 △ 784 △ 102 0 0 733 561 1,919 362 △ 198 △ 7 △ 30 3 △ 36 △ 44 △ 19 △ 379 61 10
秋田県 3 0 249 924 - 116 88 105 55 85 433 412 1,159 538 70 13 1 △ 17 22 △ 20 △ 3 73 102 17
山形県 △ 54 △ 97 △ 83 946 △ 116 - 166 105 86 34 439 368 983 416 72 27 27 △ 4 △ 14 8 29 23 3 17
福島県 △ 176 △ 138 △ 141 784 △ 88 △ 166 - 129 145 62 694 445 1,368 504 16 △ 14 10 △ 25 △ 32 △ 5 △ 54 △ 137 △ 192 △ 56
茨城県 △ 68 △ 177 △ 68 102 △ 105 △ 105 △ 129 - 289 100 700 1,315 3,001 396 △ 147 △ 26 △ 30 △ 6 △ 5 17 △ 17 40 99 35
栃木県 △ 124 △ 82 △ 119 0 △ 55 △ 86 △ 145 △ 289 - 45 749 209 1,796 212 △ 38 △ 9 33 0 △ 31 69 △ 20 △ 127 △ 42 △ 18
群馬県 △ 97 △ 117 △ 66 0 △ 85 △ 34 △ 62 △ 100 △ 45 - 1,066 263 1,665 431 △ 162 △ 19 35 △ 13 8 △ 117 △ 6 △ 53 59 △ 5
埼玉県 △ 857 △ 605 △ 325 △ 733 △ 433 △ 439 △ 694 △ 700 △ 749 △ 1,066 - △ 94 △ 1,923 △ 120 △ 860 △ 9 △ 7 △ 75 △ 330 △ 507 △ 126 △ 382 △ 431 △ 108
千葉県 △ 1,001 △ 602 △ 238 △ 561 △ 412 △ 368 △ 445 △ 1,315 △ 209 △ 263 94 - 5,129 377 △ 711 △ 94 △ 145 △ 80 △ 148 △ 249 △ 188 △ 655 △ 580 △ 162
東京都 △ 4,077 △ 1,724 △ 948 △ 1,919 △ 1,159 △ 983 △ 1,368 △ 3,001 △ 1,796 △ 1,665 1,923 △ 5,129 - △ 6,237 △ 2,048 △ 503 △ 532 △ 458 △ 1,377 △ 1,086 △ 930 △ 2,939 △ 4,705 △ 904
神奈川県 △ 1,520 △ 771 △ 409 △ 362 △ 538 △ 416 △ 504 △ 396 △ 212 △ 431 120 △ 377 6,237 - △ 739 △ 174 △ 165 △ 170 △ 444 △ 623 △ 117 △ 1,926 △ 967 △ 252
新潟県 △ 7 △ 15 11 198 △ 70 △ 72 △ 16 147 38 162 860 711 2,048 739 - 44 35 17 △ 5 2 27 112 251 △ 4
富山県 19 △ 11 △ 37 7 △ 13 △ 27 14 26 9 19 9 94 503 174 △ 44 - 114 △ 26 △ 14 △ 8 △ 49 △ 9 171 51
石川県 △ 49 △ 79 △ 3 30 △ 1 △ 27 △ 10 30 △ 33 △ 35 7 145 532 165 △ 35 △ 114 - △ 320 △ 7 △ 93 16 △ 106 291 △ 15
福井県 4 △ 22 6 △ 3 17 4 25 6 0 13 75 80 458 170 △ 17 26 320 - △ 12 11 6 65 323 △ 9
山梨県 16 △ 9 3 36 △ 22 14 32 5 31 △ 8 330 148 1,377 444 5 14 7 12 - 5 △ 11 45 45 △ 49
長野県 7 △ 37 △ 30 44 20 △ 8 5 △ 17 △ 69 117 507 249 1,086 623 △ 2 8 93 △ 11 △ 5 - 51 61 431 105
岐阜県 8 △ 38 △ 9 19 3 △ 29 54 17 20 6 126 188 930 117 △ 27 49 △ 16 △ 6 11 △ 51 - 45 2,485 △ 3
静岡県 51 △ 46 85 379 △ 73 △ 23 137 △ 40 127 53 382 655 2,939 1,926 △ 112 9 106 △ 65 △ 45 △ 61 △ 45 - 974 27
愛知県 △ 317 △ 149 △ 82 △ 61 △ 102 △ 3 192 △ 99 42 △ 59 431 580 4,705 967 △ 251 △ 171 △ 291 △ 323 △ 45 △ 431 △ 2,485 △ 974 - △ 1,566
三重県 △ 21 △ 12 15 △ 10 △ 17 △ 17 56 △ 35 18 5 108 162 904 252 4 △ 51 15 9 49 △ 105 3 △ 27 1,566 -
滋賀県 △ 57 △ 11 1 2 12 △ 6 △ 4 2 24 28 △ 17 107 839 123 △ 20 △ 13 △ 16 △ 114 △ 1 45 66 38 460 16
京都府 △ 190 △ 17 △ 11 △ 115 △ 24 △ 16 6 △ 45 3 0 178 229 1,515 383 △ 89 △ 55 △ 123 △ 108 △ 36 △ 111 △ 133 △ 98 182 △ 80
大阪府 △ 125 △ 55 △ 22 △ 28 7 △ 64 40 42 32 4 522 1,215 7,419 1,749 △ 89 △ 137 △ 304 △ 288 6 △ 30 △ 117 △ 188 604 △ 447
兵庫県 46 △ 39 △ 13 △ 39 10 △ 15 94 49 △ 77 133 354 981 4,545 1,443 11 61 30 △ 84 △ 8 9 △ 35 34 599 △ 94
奈良県 33 5 △ 7 44 △ 3 △ 21 50 △ 22 4 2 109 107 939 174 9 41 1 △ 3 21 △ 2 19 △ 13 237 △ 39
和歌山県 △ 2 △ 6 1 13 5 △ 4 5 △ 15 △ 35 △ 17 60 136 424 125 △ 24 △ 6 22 2 22 3 5 28 116 63
鳥取県 △ 16 △ 7 5 33 1 △ 5 9 19 10 3 24 51 279 72 △ 1 3 △ 20 △ 19 △ 6 4 18 △ 9 96 △ 32
島根県 △ 8 △ 5 8 25 △ 5 0 25 35 1 △ 5 14 6 252 19 △ 7 19 9 △ 6 △ 9 △ 21 △ 4 8 44 15
岡山県 △ 39 △ 16 △ 1 △ 10 1 △ 9 25 15 36 34 155 110 810 188 33 14 △ 7 0 △ 18 △ 35 10 △ 12 190 △ 39
広島県 60 19 △ 13 △ 1 △ 3 △ 10 62 35 △ 16 △ 39 118 221 1,907 405 △ 53 25 2 △ 11 △ 27 △ 19 △ 22 △ 100 216 67
山口県 52 △ 3 △ 18 5 △ 5 △ 3 15 66 21 △ 38 151 240 591 65 △ 19 △ 28 32 4 △ 30 △ 13 25 317 233 16
徳島県 △ 5 △ 9 △ 6 10 8 3 20 △ 1 30 9 101 64 297 115 △ 3 △ 6 4 4 16 24 △ 12 14 88 2
香川県 △ 52 △ 3 △ 5 19 △ 5 △ 7 20 △ 30 △ 5 9 108 16 474 86 15 △ 12 29 △ 9 △ 8 3 △ 36 37 76 21
愛媛県 △ 16 △ 28 6 42 △ 4 △ 15 19 37 25 33 152 159 909 122 24 △ 9 10 0 △ 17 46 △ 11 15 246 15
高知県 19 △ 13 4 2 1 △ 11 12 25 △ 1 1 30 29 402 138 △ 21 4 △ 15 3 0 7 △ 13 23 202 11
福岡県 △ 61 △ 6 48 △ 60 △ 5 1 127 70 19 53 545 660 3,739 857 △ 13 △ 34 13 △ 28 △ 17 △ 38 △ 15 △ 52 570 126
佐賀県 △ 34 5 3 1 2 △ 3 26 3 26 24 89 83 356 162 △ 6 7 17 △ 15 △ 3 2 4 △ 11 144 39
長崎県 △ 3 15 8 32 △ 7 16 29 54 △ 4 20 83 239 840 308 20 △ 13 0 △ 7 15 9 △ 8 68 345 40
熊本県 5 33 △ 29 △ 3 △ 1 0 53 42 16 28 205 180 951 361 △ 9 △ 3 △ 8 3 34 38 14 △ 48 413 29
大分県 △ 24 △ 29 4 △ 2 △ 5 △ 9 18 11 12 1 88 94 611 172 △ 21 △ 9 20 9 △ 21 17 2 3 57 203
宮崎県 69 5 △ 2 56 11 △ 5 23 △ 38 32 22 102 120 799 282 △ 6 △ 3 △ 2 △ 13 1 23 △ 4 5 141 6
鹿児島県 △ 34 △ 14 6 53 7 7 16 17 26 11 106 201 761 302 △ 25 38 8 0 31 8 8 85 176 30
沖縄県 △ 179 △ 126 16 △ 1 4 △ 16 32 △ 9 △ 46 △ 20 59 290 56 48 △ 11 △ 3 1 △ 20 △ 39 △ 20 △ 16 △ 44 263 64
東京圏 △ 7,455 △ 3,702 △ 1,920 △ 3,575 △ 2,542 △ 2,206 △ 3,011 △ 5,412 △ 2,966 △ 3,425 △ 4,358 △ 780 △ 849 △ 783 △ 2,299 △ 2,465 △ 1,361 △ 5,902 △ 6,683 △ 1,426
名古屋圏 △ 330 △ 199 △ 76 △ 52 △ 116 △ 49 302 △ 117 80 △ 48 665 930 6,539 1,336 △ 274 △ 173 △ 292 △ 320 15 △ 587 △ 956
大阪圏 △ 236 △ 106 △ 53 △ 138 △ 10 △ 116 190 24 △ 38 139 1,163 2,532 14,418 3,749 △ 158 △ 90 △ 396 △ 483 △ 17 △ 134 △ 266 △ 265 1,622 △ 660

移動前＼移動後 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 東京圏 名古屋圏 大阪圏
北海道 57 190 125 △ 46 △ 33 2 16 8 39 △ 60 △ 52 5 52 16 △ 19 61 34 3 △ 5 24 △ 69 34 179 7,455 330 236
青森県 11 17 55 39 △ 5 6 7 5 16 △ 19 3 9 3 28 13 6 △ 5 △ 15 △ 33 29 △ 5 14 126 3,702 199 106
岩手県 △ 1 11 22 13 7 △ 1 △ 5 △ 8 1 13 18 6 5 △ 6 △ 4 △ 48 △ 3 △ 8 29 △ 4 2 △ 6 △ 16 1,920 76 53
宮城県 △ 2 115 28 39 △ 44 △ 13 △ 33 △ 25 10 1 △ 5 △ 10 △ 19 △ 42 △ 2 60 △ 1 △ 32 3 2 △ 56 △ 53 1 3,575 52 138
秋田県 △ 12 24 △ 7 △ 10 3 △ 5 △ 1 5 △ 1 3 5 △ 8 5 4 △ 1 5 △ 2 7 1 5 △ 11 △ 7 △ 4 2,542 116 10
山形県 6 16 64 15 21 4 5 0 9 10 3 △ 3 7 15 11 △ 1 3 △ 16 0 9 5 △ 7 16 2,206 49 116
福島県 4 △ 6 △ 40 △ 94 △ 50 △ 5 △ 9 △ 25 △ 25 △ 62 △ 15 △ 20 △ 20 △ 19 △ 12 △ 127 △ 26 △ 29 △ 53 △ 18 △ 23 △ 16 △ 32 3,011 △ 302 △ 190
茨城県 △ 2 45 △ 42 △ 49 22 15 △ 19 △ 35 △ 15 △ 35 △ 66 1 30 △ 37 △ 25 △ 70 △ 3 △ 54 △ 42 △ 11 38 △ 17 9 5,412 117 △ 24
栃木県 △ 24 △ 3 △ 32 77 △ 4 35 △ 10 △ 1 △ 36 16 △ 21 △ 30 5 △ 25 1 △ 19 △ 26 4 △ 16 △ 12 △ 32 △ 26 46 2,966 △ 80 38
群馬県 △ 28 0 △ 4 △ 133 △ 2 17 △ 3 5 △ 34 39 38 △ 9 △ 9 △ 33 △ 1 △ 53 △ 24 △ 20 △ 28 △ 1 △ 22 △ 11 20 3,425 48 △ 139
埼玉県 17 △ 178 △ 522 △ 354 △ 109 △ 60 △ 24 △ 14 △ 155 △ 118 △ 151 △ 101 △ 108 △ 152 △ 30 △ 545 △ 89 △ 83 △ 205 △ 88 △ 102 △ 106 △ 59 △ 665 △ 1,163
千葉県 △ 107 △ 229 △ 1,215 △ 981 △ 107 △ 136 △ 51 △ 6 △ 110 △ 221 △ 240 △ 64 △ 16 △ 159 △ 29 △ 660 △ 83 △ 239 △ 180 △ 94 △ 120 △ 201 △ 290 △ 930 △ 2,532
東京都 △ 839 △ 1,515 △ 7,419 △ 4,545 △ 939 △ 424 △ 279 △ 252 △ 810 △ 1,907 △ 591 △ 297 △ 474 △ 909 △ 402 △ 3,739 △ 356 △ 840 △ 951 △ 611 △ 799 △ 761 △ 56 △ 6,539 △ 14,418
神奈川県 △ 123 △ 383 △ 1,749 △ 1,443 △ 174 △ 125 △ 72 △ 19 △ 188 △ 405 △ 65 △ 115 △ 86 △ 122 △ 138 △ 857 △ 162 △ 308 △ 361 △ 172 △ 282 △ 302 △ 48 △ 1,336 △ 3,749
新潟県 20 89 89 △ 11 △ 9 24 1 7 △ 33 53 19 3 △ 15 △ 24 21 13 6 △ 20 9 21 6 25 11 4,358 274 158
富山県 13 55 137 △ 61 △ 41 6 △ 3 △ 19 △ 14 △ 25 28 6 12 9 △ 4 34 △ 7 13 3 9 3 △ 38 3 780 173 90
石川県 16 123 304 △ 30 △ 1 △ 22 20 △ 9 7 △ 2 △ 32 △ 4 △ 29 △ 10 15 △ 13 △ 17 0 8 △ 20 2 △ 8 △ 1 849 292 396
福井県 114 108 288 84 3 △ 2 19 6 0 11 △ 4 △ 4 9 0 △ 3 28 15 7 △ 3 △ 9 13 0 20 783 320 483
山梨県 1 36 △ 6 8 △ 21 △ 22 6 9 18 27 30 △ 16 8 17 0 17 3 △ 15 △ 34 21 △ 1 △ 31 39 2,299 △ 15 17
長野県 △ 45 111 30 △ 9 2 △ 3 △ 4 21 35 19 13 △ 24 △ 3 △ 46 △ 7 38 △ 2 △ 9 △ 38 △ 17 △ 23 △ 8 20 2,465 587 134
岐阜県 △ 66 133 117 35 △ 19 △ 5 △ 18 4 △ 10 22 △ 25 12 36 11 13 15 △ 4 8 △ 14 △ 2 4 △ 8 16 1,361 266
静岡県 △ 38 98 188 △ 34 13 △ 28 9 △ 8 12 100 △ 317 △ 14 △ 37 △ 15 △ 23 52 11 △ 68 48 △ 3 △ 5 △ 85 44 5,902 956 265
愛知県 △ 460 △ 182 △ 604 △ 599 △ 237 △ 116 △ 96 △ 44 △ 190 △ 216 △ 233 △ 88 △ 76 △ 246 △ 202 △ 570 △ 144 △ 345 △ 413 △ 57 △ 141 △ 176 △ 263 6,683 △ 1,622
三重県 △ 16 80 447 94 39 △ 63 32 △ 15 39 △ 67 △ 16 △ 2 △ 21 △ 15 △ 11 △ 126 △ 39 △ 40 △ 29 △ 203 △ 6 △ 30 △ 64 1,426 660
滋賀県 - △ 470 271 △ 75 △ 73 △ 54 17 0 △ 3 22 13 △ 11 △ 6 8 1 △ 41 △ 5 △ 42 12 10 △ 37 △ 81 △ 71 1,052 542 △ 347
京都府 470 - 1,650 △ 296 △ 624 △ 70 △ 75 △ 45 △ 71 △ 28 △ 51 △ 9 △ 108 △ 191 △ 76 △ 221 △ 41 △ 37 △ 17 △ 56 △ 17 △ 94 △ 64 2,305 △ 31
大阪府 △ 271 △ 1,650 - △ 1,174 △ 323 △ 1,671 △ 224 △ 154 △ 466 △ 504 △ 427 △ 272 △ 392 △ 489 △ 286 △ 278 △ 201 △ 209 △ 134 △ 28 △ 104 △ 231 133 10,905 40
兵庫県 75 296 1,174 - △ 228 △ 261 △ 217 △ 84 △ 100 △ 262 △ 85 △ 175 △ 134 △ 220 △ 227 △ 74 △ 52 △ 25 △ 151 △ 50 △ 14 △ 98 9 7,323 470
奈良県 73 624 323 228 - 19 △ 16 8 △ 10 △ 47 83 8 △ 17 △ 25 △ 33 101 6 △ 22 △ 2 15 △ 9 5 68 1,329 217
和歌山県 54 70 1,671 261 △ 19 - 3 △ 1 48 4 0 △ 20 △ 30 17 △ 12 26 △ 4 △ 26 △ 14 6 △ 10 17 △ 5 745 184 1,983
鳥取県 △ 17 75 224 217 16 △ 3 - △ 204 230 106 △ 76 2 11 9 0 30 6 7 △ 9 △ 16 △ 11 △ 3 25 426 82 532
島根県 0 45 154 84 △ 8 1 204 - 117 342 110 △ 5 53 △ 9 △ 25 71 △ 11 10 16 16 2 17 7 291 55 275
岡山県 3 71 466 100 10 △ 48 △ 230 △ 117 - △ 469 △ 138 △ 53 △ 180 △ 355 △ 117 99 △ 41 △ 18 △ 26 △ 27 20 0 △ 3 1,263 161 647
広島県 △ 22 28 504 262 47 △ 4 △ 106 △ 342 469 - △ 459 △ 31 △ 117 △ 172 △ 83 224 △ 68 △ 127 △ 59 △ 49 △ 14 △ 43 △ 22 2,651 261 841
山口県 △ 13 51 427 85 △ 83 0 76 △ 110 138 459 - 54 4 △ 47 △ 34 965 △ 27 △ 55 42 18 △ 69 △ 16 106 1,047 274 480
徳島県 11 9 272 175 △ 8 20 △ 2 5 53 31 △ 54 - 268 △ 31 △ 63 54 △ 5 △ 14 34 △ 27 8 △ 3 △ 5 577 78 448
香川県 6 108 392 134 17 30 △ 11 △ 53 180 117 △ 4 △ 268 - △ 173 △ 192 59 0 23 12 7 33 13 △ 22 684 61 651
愛媛県 △ 8 191 489 220 25 △ 17 △ 9 9 355 172 47 31 173 - △ 119 140 6 △ 2 10 25 14 △ 37 37 1,342 250 925
高知県 △ 1 76 286 227 33 12 0 25 117 83 34 63 192 119 - 26 △ 2 △ 16 33 13 2 △ 17 35 599 200 622
福岡県 41 221 278 74 △ 101 △ 26 △ 30 △ 71 △ 99 △ 224 △ 965 △ 54 △ 59 △ 140 △ 26 - △ 1,202 △ 2,724 △ 1,380 △ 1,350 △ 1,040 △ 1,522 0 5,801 681 472
佐賀県 5 41 201 52 △ 6 4 △ 6 11 41 68 27 5 0 △ 6 2 1,202 - △ 255 16 △ 41 △ 39 16 10 690 187 288
長崎県 42 37 209 25 22 26 △ 7 △ 10 18 127 55 14 △ 23 2 16 2,724 255 - 230 54 29 △ 111 20 1,470 377 293
熊本県 △ 12 17 134 151 2 14 9 △ 16 26 59 △ 42 △ 34 △ 12 △ 10 △ 33 1,380 △ 16 △ 230 - △ 129 △ 311 △ 370 △ 20 1,697 456 304
大分県 △ 10 56 28 50 △ 15 △ 6 16 △ 16 27 49 △ 18 27 △ 7 △ 25 △ 13 1,350 41 △ 54 129 - △ 87 △ 87 11 965 262 119
宮崎県 37 17 104 14 9 10 11 △ 2 △ 20 14 69 △ 8 △ 33 △ 14 △ 2 1,040 39 △ 29 311 87 - △ 146 53 1,303 143 144
鹿児島県 81 94 231 98 △ 5 △ 17 3 △ 17 0 43 16 3 △ 13 37 17 1,522 △ 16 111 370 87 146 - △ 56 1,370 214 418
沖縄県 71 64 △ 133 △ 9 △ 68 5 △ 25 △ 7 3 22 △ 106 5 22 △ 37 △ 35 0 △ 10 △ 20 20 △ 11 △ 53 56 - 453 311 △ 146
東京圏 △ 1,052 △ 2,305 △ 10,905 △ 7,323 △ 1,329 △ 745 △ 426 △ 291 △ 1,263 △ 2,651 △ 1,047 △ 577 △ 684 △ 1,342 △ 599 △ 5,801 △ 690 △ 1,470 △ 1,697 △ 965 △ 1,303 △ 1,370 △ 453 - △ 9,470 △ 21,862
名古屋圏 △ 542 31 △ 40 △ 470 △ 217 △ 184 △ 82 △ 55 △ 161 △ 261 △ 274 △ 78 △ 61 △ 250 △ 200 △ 681 △ 187 △ 377 △ 456 △ 262 △ 143 △ 214 △ 311 9,470 - △ 696
大阪圏 347 △ 1,983 △ 532 △ 275 △ 647 △ 841 △ 480 △ 448 △ 651 △ 925 △ 622 △ 472 △ 288 △ 293 △ 304 △ 119 △ 144 △ 418 146 21,862 696 -
（注）１．「縦軸の都道府県」から「横軸の都道府県」への転入超過者の数（「転入者数」から「転出者数」を引いたもの）を示すもの。△（マイナス）は、転出超過を意味するもの。
２．「東京圏」は埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県、「名古屋圏」は岐阜県・愛知県・三重県、「大阪圏」は京都府・大阪府・兵庫県・奈良県を範囲とするもの。


